
 

１  山岳遭難発生状況（暫定値） （令和６年数値は１月１日からの同期間数値）

区 分

令 和 7 年

令 和 6 年

前年同期比

２  山域別発生状況

区    分

   槍穂高

   後立山

   その他

     計

中央アルプス

南アルプス

八ヶ岳連峰

その他の山岳

計

３  態様別発生状況

区    分

転・滑落

転　　倒

病    気

道 迷 い

落    石

雪    崩

落    雷

疲労凍死傷

不明・他

計

４  男女別・年齢別比率

　区　分 死者不明負傷無事 計 死者不明負傷無事 計

１９歳以下 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0

２０ 代 1 0 2 10 13 0 0 1 4 5

３０ 代 3 1 3 5 12 0 0 3 5 8

４０ 代 4 1 8 5 18 1 0 8 3 12

５０ 代 6 0 10 12 28 0 0 9 3 12

６０ 代 5 1 8 9 23 0 0 9 1 10

７０以上 7 1 4 6 18 0 0 3 2 5

計 26 4 35 50 115 1 0 33 18 52

比  率

（※　比率の計は、小数点の調整上、一致しない場合あり。）
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山 岳 遭 難 発 生 状 況  （令和７年１月１日～令和７年７月13日）
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日付 場所 性別 年齢 死傷別 態様 概要

7月8日
北アルプス

燕岳
女 60 負傷 転倒

単独で燕岳から中房温泉登山口に向けて、合戦尾根を下山

中、バランスを崩して転倒、負傷

女 45 無事救出

女 32 無事救出

女 34 無事救出

女 32 無事救出

7月12日
八ヶ岳連峰

赤岳
女 35 負傷 転倒 4人パーティで赤岳から地蔵尾根を下山中、転倒、負傷

7月13日
北アルプス
白馬鑓ヶ岳

女 44 負傷 滑落
2人パーティで白馬鑓ヶ岳から猿倉へ向けて下山中、雪渓で

足を滑らせ滑落し、負傷

7月13日
北アルプス
白馬鑓ヶ岳

男 44 無事救出 その他 上記遭難者の同行者。技量不足により行動不能

7月13日
北アルプス
白馬岳

女 43 負傷 落石 7人パーティで白馬大雪渓を登山中、落石により負傷

7月13日
北アルプス
白馬岳

女 51 負傷 落石 単独で白馬大雪渓を登山中、落石により負傷

7月13日
北アルプス
唐松岳

男 74 無事救出 発病
2人パーティで唐松岳に向けて八方尾根を登山中、発病によ

り、行動不能

山岳安全対策課からのアドバイス

先週の発生（７/７～７/１３)

7月9日
北アルプス
赤岩岳

道迷い
4人パーティで燕岳から大天井岳を経由し、槍ヶ岳に向けて

表銀座を縦走中、道に迷い、行動不能

　　先週県内では、８件の山岳遭難が発生し、うち７件が北アルプスでの発生でした。
　　白馬大雪渓では先々週に続き、落石による遭難が２件発生しました。雪渓上では、音を立てることなく落石が転がっ
てくるため、常に上部を気にしながら登山する必要があります。また、落石が発生した際は、「ラーク！！」と叫んで周囲
の登山者へ落石の発生を知らせてください。
　　夏山シーズンが始まり、多くのみなさんが登山を楽しんでいるかと思いますが、山岳遭難の発生が後を絶ちません。
　　遭難の多くは、疲労が溜まりやすい下山中に発生し、転倒・滑落の多くは、梯子や鎖が設置されている危険箇所より
も比較的危険性の少ない場所で発生しています。危険性が明らかな場所では、自然と緊張感が増して、慎重な行動を
心掛ける一方、一見すると危険性が見えない登山道では、つい油断をしてしまったり、厳しい暑さによる疲労や脱水に
より、注意力が散漫になっていることなどが間接的な要因として挙げられます。
　　山頂はあくまで通過点であり、無事に下山することがゴールです。下山中は気持ちを引き締め、漫然と行動すること
なく、自身の体力にゆとりを持った計画をお願いします。
　　また、夏山は午後になると急激に天候が悪化し、雷が発生することがあります。稜線の行動は、落雷の危険が伴うた

め、早出早着を意識して行動しましょう。
　
　


